
ハンドル固定ノブを左
方向に回転させ、ハン
ドルを適当な高さに合
わせて、ネジを強く締
め付けてください。

ストッパを掛ける時は、
矢印の方向にフットレ
バーを上げ、ストッパー
棒が車輪内側の溝に
はまるようにしてくださ
い。この時左右の車輪
溝にストッパーがはまっ
ているか確認してくだ
さい。

キャスターの回転を固定する時は、矢印の方
向にロックレバーを上げ、二つの突起部の間に
はめ込んでください。

ハンドル高さ調節方法 ストッパ－操作方法

ブレーキ調節方法

キャスター切り替え操作方法

スーパーの専用カゴが載せられます

スーパーの専用カゴを載せる時は、両サイドの
カゴ受けバーを矢印の方向に回転させてくだ
さい。専用カゴは必ずワイヤーカゴの中心に置
くようにしてください。

ストッパー

カゴ受けバー

開閉グリップ

ハンドルブレーキ

ブレーキロックスイッチ

ハンドルグリップ

固定

ハンドル固定ノブ

固定

事故が発生した日から６０日以内

ブレーキ操作方法

固定

解除

ブレーキロック操作方法

ブレーキがあまくなった
時は固定ナットをゆるめ
調節ネジを左方向に回し
て調節した後、固定ナット
を締め付けてください。

①ハンドルブレーキを手前に引くとブレーキが掛かります。
②ブレーキを掛けた状態にするときは、ブレーキロックスイッチ
を②上図のように下げハンドルブレーキを引いてください。解除
するときは上げると（②下図）通常の状態に戻ります。

②

ワイヤーカート

この度は、弊社の製品をお買い求めいただきまして、誠に
ありがとうございます。
正しくお使いいただくため、ご使用前に必ずお読
みください。尚、この取扱説明書は大切に保管し
てください。

●製品改良等のため予告なしに製品使用が変更する場合がありますのでご了承ください。

●左右両輪のブレーキが同時に掛かることを確認してからご使用ください。
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●ハンドルに寄りかかると車体が前に動き転倒する場合があります
　ので十分注意してください。
●段差を斜めに進入しないでください。段差の手前では必ず一旦止
　まり、十分注意して慎重に段差を乗り越えてください。
　段差や溝などにつまずくと転倒するおそれがあります。

警
告

スタンダードタイプ(ブレーキ無し） ブレーキ付タイプ

■メンテナンスについて／泥やほこりをよく落としてから一箇所につき数滴注油（マシン油、ミシン油）して下さい。

組立は開閉グリップを斜め下方向に押さえ、ハンドルを水
平方向に引いてください。　　　　マークが全て見えてい
るとロック（図4）された状態です。ロックが不完全な場合は、
再度ハンドルを引いてください。折りたたむ時は両サイド
の組立ロックレバーを解除するとたためます。 １

2
3シリコン

ロックレバー（Ａ）

ロックレバー（Ｂ）

ロックレバー（Ｂ）を左図に示す
↑方向に上げ、矢印1、2、3の所
に注油してください。ロックレバ
ーが上がらない時は、矢印２、３
に注油ロックレバー（Ｂ）を上げ
矢印1に注油してください。
※注油剤はシリコンが最も適して
います。かけ過ぎないように注意
してください。

ロック不十分

図１ 図２ 図３

組立ロックレバーが
掛からない時は

■製品の欠陥により事故が起きた場合には

●賠償金は製品安全協会がそれぞれの実状をよく調査して、身体的な損傷（人的損害）
　について賠償することになります。

製品安全協会　　　東京都台東区滝泉2-20-2
ミサワホームズ三ノ輪2階　TEL03（5808）3303

事故の届出に必要な項目

製品安全協会
SG適合商品

スタンダードタイプ／ブレーキ付タイプ

この商品は、歩行に問題がない人が使用できます。
この製品は、買物に使用するショッピングカートです。
歩行の補助として、シルバーカーや歩行車の代わりと
して使用しないでください。
ハンドルに体重を掛けると転倒の危険性があります。

●重い荷物はバッグの下部に収納してください。

【ショッピングカート】

ロックは確実に
左図のようにマ
ークが全て見え
ていればロック
状態です。

4.3㎏ 4.8㎏(スタンダードタイプ） (ブレーキ付タイプ）


